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（論文博士）（様式 4） 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
                                                  八 木  秀 樹   印 
主 論 文 
   Biological Antioxidant Potential Negatively Correlates with Carotid Artery  
Intima-Media Thickness 
  （Biological Antioxidant Potentialは頸動脈内膜中膜複合体厚と負の相関がある） 
  
副 論 文 
   Impaired blood rheology is associated with endothelial dysfunction in  










オキシドジスムターゼ(SOD)、カタラーゼ、total antioxidant status (TAS)など
の抗酸化度マーカーは、冠動脈疾患では低下している。最近、上記マーカーの測
定法に比べ、迅速性ならびに正確性の点で優るderivatives of reactive oxygen 
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析によりBPTは  FMD、ヘマトクリットと有意な相関を示した。 
【結語】 
今回の検討により、冠危険因子を有する患者における血液レオロジー低下は血
管内皮機能低下と相関することが初めて明らかとなった。よって、高血圧症、脂
質異常症、糖尿病、喫煙の冠危険因子を有する患者においてMC-FANを用いた血液
レオロジーの測定は、血管内皮機能の評価に有用である可能性が示唆された。 
 
